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ロ
一
に
よ
っ
て
す
ふ
め
ら
れ
る
乙
と
に
な
る
=
佐
川

一
一
は
ず
で
、
事
水
道
や
み
菜
、
ぜ
ん
一
先
月
君
主
し
ま
し
た
暴
行
る
と
と
も
に
、
乙
ん

C
の
御
蓄
を
f

た
め
に
な
る
お
語
手
。
そ
の
と
き
の
慰
霊
襲
の
重

一
言
、
は
告
を
も
つ
よ
う
に
な
む
ま
一
事
務
会
警
の
件
、
あ
ま
品
念
ず
る
次
第
で
す
。
事
広
報
事
わ
け
て
長
終
二
十
一
宮
、
ア
幾
重
の
講
演
で
三
す
ベ
ザ
ほ
母

一
一
す
。
そ
れ
ま
で
の
問
、
普
な
い
下
水
一
容
の
あ
る
を
で
き
ず
車
か
し
い
の
な
か
で
、
も
っ
と
も
意
義
の
あ
題
の
毒
と
そ
の
重
い
に
つ
い
て
警
警
に
は
芸
言
い
争
議
し
。

一
一
も
ふ
く
め
て
、
つ
ま
る
に
ま
か
せ
て
お
吉
次
第
で
し
芸
、
需
の
広
報
室
る
、
き
わ
め
義
一
展
望
広
報
器
の
、
小
田
原
児
議
相
談
所
長
市
川
先
ゆ
く
な
事
警
護
さ
れ
、
主
〈

一
一
く
の
で
は
な
く
、
み
な
さ
ん
の
重
を
竺
翠
「
議
員
の
な
か
で
も
、
と
く
に
瀬
健
霊
的
な
震
の
あ
主
華
鏡
の
お
話
は
、
青
少
年
間
襲
撃
し
は
今
さ
ら
の
よ
う
に
議
の
害

ー
の
一
一
票
宮
と
し
て
清
掃
作
業
の
重
一
心
な
霊
者
警
の
こ
と
と
て
、
わ
身
に
つ
け
光
広
報
議
員
各
鮮
な
の
で
で
も
問
題
に
な
っ
て
い
る
童
手
立
警
告
す
差
さ
ず
に
は
い

コ
一
を
あ
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
一
党
し
の
襲
め
い
た
講
演
義
心
に
す
宮
、
重
量
警
大
き
い
わ
i
T
な
の
で
、
ぜ
ひ
各
方
面
の
お
母
ら
れ
喜
ん
で
し
だ

家
庭
君
主
義
@
望
書
、
布
署
電
露
震
の
立
場
と
こ
ろ
が
ふ
え
て
き
て
い
ま
す
。
し
一
の
で
き
な
い
数
々
の
し
む
と
を
す
あ
一
i
i
@
1
1
1

一
J
i
i
i
i
i
d
げ
で
す
。
よ
ろ
し
く
騒
い
ま
え
さ
ん
が
た
事
会
主
に
は
聴
襲
も
つ
霊
し
た
の
て

5

2

を
い
た
め
て
い
る
問
題
?
か
竜
童
書
控
室
ろ

2

字
選
、
震
で
え
て
吉
言
語
、
は
つ
吉
担
い
っ
て
一
塁
率
入
金
、
と
な
り
き
主
一
龍
一
つ
ぎ
に
、
室
長
ま

ζ
の
積
雪
い
て
重
た
い
と
思
い
ま
す
。
喜
一
タ
ン
に
蓄
し
て
お
き
ま
す
が
、

耕
一
向
思
議
円
相
品
川
一
…
…
…
出
刊
誌
一
昨
出
石
市
民
一
龍
三
輪
盤
針
転
計
町
民
自
く
喜
一
提
出
諮
問
的

言
語
駐
日
計
十
一
日
一
接
持
誕
百
三
灯
台
訪
問
時
計
五
日
時
五
一
品
問
盤
最
重
等
、
目
調
停
に
署
員
長
の

2
5

野
許
諾
付

出
し
て
掃
除
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
が
、
み
ぞ
さ
ら
が
は
一
日
早
均
二

5

一
言
む
協
力
い
た
だ
け
る
手
で
す
。
一
ら
、
平
塚
の
下
水
道
警
蓄
を
た
て
一
で
す
宮
、
パ
ラ
パ
一
ブ
に
震
を
し
な
主
一
護
警
護
観
盤
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
雇
き
ま
し
た
て
青
蓄
が
嘉
を
支
社
設
は
、
堅
議
い

νよ
う
に
、
代
表
者

2

撃
の
産
高
七
九
言
語
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。
喜
一
襲
喜
一
豊
富
避
と
え
な
お
し
て
も
ら
う
作
?
?
争
で
、

2
5

、
と
な
り
ま
さ
i
j
i
騒
騒
号
、
さ
っ
そ
広
報
い
光
し
ま
す
や
量
生
な
ど
と
い
っ
し
ょ
に
な
が
東
京
大
金
量
ず
き
と
を
き

絞
り
巡
回
は
、
E

し
か
ら
は
じ
め
た
も
の
で
す
で
に
二
市
街
地
主
一
一
官
官
事
と
、
そ
し
て
、
自
治
体
と
し
て
一
ま
し
た
。
乙
れ
に
よ
っ
て
、
幹
線
排
水
す
と
ま
っ
て
作
業
を
し
て
い
た
だ
く
主
聴
い
て
く
れ
二
一
一
一
一
一
質
問
主
ま
し
が
、
襲
警
究
月
九
百
と
十
一
っ
て
、
座
談
金
事
し
た
と

ζ

ろ
で
め
ま
し
ぺ
政
治
上
安
事
算

長
官
、
事
融
制
い
て
蓄
を
つ
づ
け
る
計
画
で
す
。
し
か

L

落
差
の
な
一
あ
た
ら
レ
い
ま
ち
づ

b
に
き
E

一
号
建
設
も
、
よ
り
あ
き
ら
か
な
高

γ、
お
た
が
い
}
好
都
合
で
す

o
r
一
票
、
広
報
議
雲
の
組
察
署
日
、
十
七
百
、
+
官
、
二
十
二
日
す
。
観
の
翼
を
こ
そ
わ
き
き

れ
ゴ
向
日
刊
誌
山
内

u
r
M
諒
旬
以
語
れ
一
三
弾
二
議
饗
麟
欝
欝
一
討
結
時
的
寄
与
一
日
比
諸
国
日
れ
わ
許
可
店
店
内
部
湾
問
日
日
出
弓
関
前
臨
時
待
自

民
主
河
川
崎
草
野
村
房
長
一
議
議
務
機
鱗
間
言
語
詩
詰
許
認
詩
型
万
詰
号
詳
言
問
詰
詩

て
い
く
乙
と
を
考
見
合
わ
せ
れ
ば
、
妻
清
掃
に
追
い
つ
け
な
レ
現
在
の
一

γ

紙
、
\
\
一
鶏
鳴
鍾
議
選
欝
警
る
一
一
工
乙
暴
言
、
広
報
室
会
の
乙
ん
た
し
ま
犬
十
七
宮
、
十
昔
、
一
ご
り
れ
華
大
な
使
命
だ
と
い
う
と
と

?
ん
た
を
言
う
に
な
い
5
2
f

一
喜
一
二
以
鱗
藤
智
一
言
語
誌
を
に
ち
ま
Z
E
i
s
-
-

高
っ
て
雪
山
崎
了
。
戸
川
貞
雄

一
dれ
が
や
宏
子
J
hン
ツ
ウ
〆
d
J
J
J綴
畿
務
務
お
緩
機
縁
際
議
書
一
一
一
戸

ヱ
の
養
護
す
る
い
語
ん
の
警
護
霊
号
、
ぁ
長
め
て
一
戸
よ
ぎ
議
欝
畿
警
護
鱗
議
内
潮
見
出
せ
と
宮
二
号
一
二
五
O
i
l

リ
ハ
パ
ー

香
と
し
て
、
護
者
の
溜
玄
関
心
が
一
金
援
の
入
室
に
、
お
力
添
え
を
得
:
三
~
パ

γ
議
襲
撃
襲
撃
欝
護
三
」
襲
撃
襲
警
護
襲
撃
麟
襲
撃
襲
撃

も
た
れ
て
い
る
の
は
、
車
の
み
な
さ
一
な
誌
ば
、
清
暴
露
曹
、
結
局

F
E
ン
譲
歩
い
れ
嚢
欝
襲
警
警
護
警
灘
間
的
ザ
鱗
緩
翠
翠
警
護
議
欝
欝
饗
欝
饗
欝
麟
鱗

寝
室
雪
、
と
い
喜
一
見
方
で
一
は
、
管
長
と
な
お
一
さ
を
憲
議
機
欝
主
藤
欝
露
畿
撃
畿
警
議
議

Z
2
2
4
Y襲
撃
選
立
の
山
下
〆
議
議
議
議
襲
撃

す
。
ζ

れ
は
傾
も
、
あ
た
ら
し
い
考
え
…
い
と
考
古
え
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
一
ず
。
)
繍
鋭
機
畿
鱗
動
機
議
電
問
符
ι
d
d
綴
ゑ
撃
機
緩
畿
畿
務
幹
鰯
縦
繍

L

一
議
鯵
総
議
J
J

人
一3j一
一
}
一
一
一
一
機
務
襲
撃
警
護
綴
畿
額
獲
騒
騒

一
総
務
織
機
糊
時
議
〓
円
、
、
、

v
A
j場
総
綴
綴
滋
綴
緩
緩
畿
ゑ
議
織
な
タ
吋
醐
醐
懇
潔
議
て
一

h
A

一
~
二
八
〓
議
綴
緩
綴
綴
綴
務
機
縁
綴
織
綴
鱗
緩
綴
舗

で
は
な
く
、
雲
、
各
地
で
、
む
協
力
一
塁
、
自
治
会
や
婦
人
生
な
ど
で
、
撃
機
畿
鶴
野
~
刊
が
え
に
つ
曇
襲
撃
機
織
襲
撃
機
し
こ
額
三
ぷ
\
ク

J
1
f
i
j
\

論
議
蓬
霧
畿
鶴
鰭
鶴
膿
麟

役
得
て
、
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
一
言
に
、
自
主
ち
の
家
の
堅
議
議
欝
人
ふ
議
畿
韓
議
襲
撃
露
果
イ

J
g
-
r

一
一
人
\
礼
子
抗
議
議
議

一
線
離
護
麟
鶴
欝
菜
、

γ

議
議
議
嚢
畿
緩
縫
譲
襲
撃
機
織
、
、

J

豪
華
主
義
議
畿
襲
撃
機
数
ー
と
判
明
川

γ
ん
なJ
r
、
(
い
J
U
j
v

総
選
警
察
忠
義
務
錦
繍
輔

が
、
とζ
に
乙
;
〉
主
で
、

E官
匡
、
喜
重
一
み
雲
ら
F
い
草
き
つ
て
長
い
晃
光
芸
だ

E
けZ
る
る
一
鍾
欝
麟
饗
糊
一
川
譲
議
譲
襲
欝
欝
翠
鱗
譲
鱗
下

J

吋
コ
こ

J
J一
罰
関
鰭
翠
欝
撃
懇
畿
J

崎
一
議
畿
畿
欄
吋
ゑ
義
援
緩
川
議
機
欝
錨
灘
務
機
畿
議
機
繍
天
ン
一
議
機
毅
義
務
線
畿
畿
機
綴

w
w
~
j
i
i

ぶ
畿
餐
恕
抗
議
警
滋
線
機
議
務
総
…

i
j
j

議
韓
議
離
韓
議
議
麟
佼
z
一
議
機
欝
畿
や
や
換
機

市
教
世
宵
議
員
会
主
催
e
平
塚
体
喜
金
織
議

f
欝
襲
撃
韓
議
揺
さ
一
襲
撃
警
護
審
議
襲
撃
謹

書
す
る
市
民
ス
ポ
ー
ツ
但
祭
典
、
襲
撃
)
議
機
騒
襲
撃
墾
襲
撃
講
じ
鱗
襲
撃
機
警
護
手
シ
護

f
J
議

第
九
間
市
民
総
合
部
背
中
入
金
と
第
二
回
鱗
機
常

J
J
F…
銀
鱗
綾
綴
緩
縁
鯵
緩
畿
総
議
緩
線
数
綴
織
鱗
端
信
切
九
議
綴
畿
瀦
綴
織
鯵
緩
緩
畿
畿
緩
線
数
畿
\
イ

J
L
M
一
二u
v
J
J一
ツ
ベ
幾
緩
織
機

平
塚
喜
年
体
育
大
会
は
、
金
一
十
ふ
山
口
一
曝
層
圏
直
犠
属
議
戸
い
い
い
十
河

l
j
i

月
l
i
-
­

目
、
約
一
カ
月
間
に
わ
た
る
大
企
の
幕
合
体
育
銀
)
漠
範
演
技
な
ど

-
p
b
w
b
a
b
b
-
f

，

h
f

を
あ
霊
す
。
替
差
異
須
賀
襲
ほ
か
ニ
ヘ
護
主
語
こ
福
島
ゴ
軽
量
嗣
炉
事
組
砕
い
~

こ
む
大
金
、
県
民
総
合
体
育
大
企
タ
@
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
(
依
育
館
ニ
メ
五
自
習
}
量
ど
も
ま

E
A
官
、
L
K

巨
軒
目
制
佐
官

(
十
向
位
、
一
一
宮
)
と
国
間
腎
年
大
企
(
九
月
混
同
@
軟
式
弱
掠
(
須
資
磁
場
ほ
か
)
一

大
日
)
の
字
選
ぷ
普
も
の
で
す
グ
@
柔
道
(
児
約
台
武
官
壇
場
)
一
鵠
島
改
選
後
初
の
総
会

古
川
と
〈
にζ
と
L
は
ロ

I
T
オ
リ

9
@
パ
ス
ケ
γ
ト
ポ
ー
ル
(
体
育
一

ン
ピ
ッ
ク
が
ひ
ら
か
れ
る
年
で
も
あ
館
)
一
改
選
後
初
白
農
業
重
憲
章
、
八
一
塚
田
聾
組
合
長
農
協
選
出
五
六
)
一
六
)

D
、
企
図
的
な
ス
ポ
ー
ツ
熱
控
室
門
9
月
〕
月
四
日
午
後
、
議
事
堂
第
一
生
襲
一
に
一
マ
会
長
代
理
ふ
脅
実
(
神
田
農
協
一
高
部
室
代
理
@
小
富
雄
三
郎
(

皇
反
映
し
て
接
大
な
も
の
に
室
、
4
日
@
剣
道
(
書
館
)
一
ひ
妻
、
余
委
員
の
議
席
を
決
定
し
光
一
組
合
長
農
協
童
話
)
一
村
議
六
五
)

え
と
署
員
て
い
ま
す
。
9
@
軟
式
襲
(
松
霊
童
ニ
賢
次
の
新
役
員
を
選
挙
し
ま
し
た
一

V
農
政
部
会
長
@
富
喜
(
市
議
一
議
議
室
@
実
質
一
(
市
議

す
で
に
、
八
一
月
六
門
口
、
参
加
申
ん
込
み
日
日
@
鴎
よ
競
技
(
打
議
中
綬
援
)
一
守
会
議
@
守
屋
寛
之
麗
(
都
市
議
平
-
土
沢
慶
協
同
組
ム
長
農
協
選
出
六
尚
片
岡
隷
会
選
出
五
六
)

ι

を
婦
め
切
担
、
揮
僚
も
ほ
ぼ
呂
田

7
し
て
9
e
卓
球
(
体
一
育
館
)

い
ま
す
。
麓
百
罰
則
の
開
催
昆
穫
は
次
の
ク
@
射
撃
(
袖
ケ
浜
海
岸
)

と
おb
で
す
。
一
般
の
方
員
、
ぜ
ひ
多
忽
同

a
山
岳
(
尾
瀬
へ
お
り
ま
で
)

数
む
開
設
く
だ
さ
い
。
米
定
⑩
ス
キ
i
(
未
定
)

円
。
。
月
}
」
マ
初
日
@
総
合
務
会
式
(
会
議
白
終
了

h
v初
日
・
総
合
同
開
金
式
(
後
七
時
間
鋲
術
後
見
附
台
武
道
場
)

マ
同
部
会
長
杓
援
@
鑓
棋
倒
一
一
認
(
真

土
会
選
六

O
)
/

政
叩
摂
川
県
農
諜
八
時
間
議
員
は
、
守
員
生
長
均

一
常
民
数
認
が
ひ
ら
か
れ
て
お
白
人
い
お
鐙

が
兼
務
す
る
乙
と
に
な
り
ま
し
た

ρ

一
さ
ん
た
ち
の
罰
に
好
評
を
博
し
て
い
ま

英
霊
@
農
襲
撃
の
構
成
員
一
す
。
す
で
に
日
著
書
で
す
が
、
聴
一

は
次
の
と
お
わ
Jで
す
。
一
講
を
お
す
込
め
し
ま
す
。
一

{
農
政
部
会
〕
O
F回
程
治
@
甲
小
宮
一

V
十
七
日
。
鍵
援
な
幼
児
期
の
溌
育
と
一

謹
ニ
郎
@
#
沢
信
治
e
小
巻
章
治
ニ
ヰ
一
一
裕
樹
官
接
日
藤
沢
保
健
所
長
官
間
口
氏
一

長
自
国
也
事
久
両
一
@
石
橋
伝
一
世
@
小
泉
刻
一
マ
十
九
日
@
幼
事
の
産
益
活
と
偏
食
に
一

夫
@
木
川
栄
@
土
問
臣
照
久
@
越
光
一
つ
い

τ
H
東
京
第
一
病
院
二
一
宮
待
院
一

森
次
郎
@
石
塚
提
存
@
佐
藤
麗
主
@
一
長
中
鉢
長
。
一

担
問
思
表
一
一
e
民
福
初
次
@
石
川
重
霞
一
マ
ニ
十
ニ
臼
@
問
題
の
平
供
と
そ
の
威
一

大
館
隆
@
須
藤
友
五
郎
@
関
野
賢
一
り
扱
い

H

小
田
原
市
泊
蓑
恥
相
談
所
市
川
一

l

議
。
角
間
銀
態
。
(
定
員
二
十
名
)
一
氏
。

円
農
地
部
会
会
〕

O
骨
夜
空
@
マ
箔
猪
一
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
一
時
か
ら
一
一
蒔

一
ニ
一
郎
@
小
川
房
古
田
@
大
海
武
田
マ
小
一
一
}
一
十

A
Wま
で
。
金
援
は
平
塚
保
健
所
。

潜
水
思
議
e
大
野
綾
雄
@
村
長
庄
太
一
パ
汁
1
1
4
A

耳
目

V
@
i
l
l
­

宇
宙
奇
襲
@
八
回
竺
@
主
一
呑
舟
さ
ん
ら

滑
e
山
田
金
蔵
砂
川
山
田
与
七
鼠
@
金
一

'
K
彊
耳

子
久
治
@
今
井
症
治
@
筏
島
勝
太
郎
一
切
ノ
守
王

@
加
藤
?
棄
さ
口
霊
一
室
俳
句
@
短
歌
e
m
線

作
@
積
極
伊
勢
五
郎
6
湾
問
俊
太
郎
一
市
教
委
が
、
七
月
に
公
募
し
た
市
民
排

(
定
員
二
十
名
)
一
守
襲
@
川
護
、
俳
忽
管
手

門
部
会
に
臆
さ
な
い
審
員
}
…
八
旬
、
短
歌
官
自
六
十
首
、
川
越
自
主
一

一
向
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
各
選
者
の

出
純
一
元
治
白
山
田
一
男
@
山
本
庄
三
一
一
厳
選
の
結
果
は
次
の
と
お
由
で
し
た
。

@
斉
藤
騒
音
@
片
倉
俊
篠
@
鐙
世
田
町

V俳
句
@
紫
盤94聴
聞
緩Aq

審
@
議
議
議c

一
(
点
配
属
務
洋
選
)

1
i
l
l
l
i
-
-
l
i
一
一
位
平
塚
永
井
審
問
問

育
児
教
室
野
評
一
一
星
雲
査
に
腎
す
だ
れ

一
長
二
位
早
出
掛
斎
藤
太
奨
江

高
口
段
ら
来
講
一
帰
り
き
て
兵
器
翠
育
す
だ
れ

一
三
一
位
平
塚
相
沢
行
為
パ
子

保
健
粛
さ
一
士
一
回
ま
で
一
驚
す
だ
れ
小
さ
く
馨
ら
し
賓
の
鐙

期
一
四
位
花
水
合
大
塚
官
民
桃



を
お
え
ま
し
た
。
今
年
度
目
一
一
十
五
年
一

か
ら
藷
ー
し
て
、
今
後
五
年
陽
一
一
一
十
一

九
年
度
ま
で
に
、
換
地
と
片
邸
宅
な
ど
一

の
移
転
を
し
、
さ
ら
に
、
四
十
年
か
一

品
十
一
室
に
か
げ
て
、
霊
道
一

路
に
品
わ
ぜ
て
亀
粧
や
、
地
下
に
投
…

け
ら
れ
て
い
る
水
道
押

7

ガ
ス
刊
に
な

ど
の
移
設
と
、
残
り
工
事
を
お
え
る
一

詰
で
す
。
乙
の
聞
に
、
霊
童
一

を
すJま
せ
、
そ
の
後
約
算
事
務
に
入
一

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一

v

事
業
の
愛
国
地
ζ
の
ば
い
画

整
ω躍
に
使
わ
れ
る
費
用
に
は
、
関
庫

約
四
十
パ
ー
セ
ン
ト
@
セ
ン
ト
の
繍

助
金
と
市
費
、
あ
わ
せ
て
約
七
億
九

千
五
百
万
円
が
あ
て
ら
れ
、
建
物
な

ど
の
移
転
貿
に
四
億
四
千
}
一
一
段
一
一
十

六
万
円
@
街
路
事
業
費
に
二
億
九
千

七
百
七
十
一
万
円
e

事
詩
関
係
に
一

千
九
百
六
十
万
円
@
調
資
設
計
に
一

千
九
百
二
十
八
万
円
@
会
関
づ
く

D

に
七
宵
七
十
一
万
円
@
残

p

は
、
購

第
茜Fや
工
事
雑
設
に
支
出
さ
れ
ま

す
。

(
以
下
四
ペ
ー
ジ
へ
続
く
)

に
警
告

チ
ッ
プ
)
@
E
P
N
乳
剖
?
日
間
粉
剤

@
E
M
町
出
向
@
ダ
イ
ア
ジ
ノ
ン

e
一
ア

イ
プ
テ
レ
ッ
ク
ス
@
マ
ラ
ソ
ン
乱
期

@
ド
リ
ン
剤

耳
呉
ぱ
、
平
欄
都
市
都
市
計
溺
都
市
政
語
土
地
区
画
議
場
欝
議
各
ヱ
町
出
の
位
画
室
一
部
す
。
エ
区
ご
と
の
街
路
計
画
は
次
の
ペ
ー
ジ
に

-
F
4

土
抱
医
制
開
怒
強
事
業
ゆ
計
画
は
、
宙
開
時
各
工
区
内
み
本
己
ん
り
な

っ
と
く
を
得
℃
、
去
Y
4ハ
月
二
十
九
旬
、
市
長
針
ら
抽
刊
試
用
川
川
県
知

事
に
あτ
立
式
に
事
業
認
可
を
申
請
レ
ま
し
た
。
こ
心
事
業
計
四
国

は
、
い
ま
、
県
農
業
金
議
心
審
議
返
程
に
あ

c

、
日
間
会
議
中
承
認

を
得
次
第
、
知
事
心
事
議
認
可
か
お
担
品
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。ζ
む
た
め
信
じ
めU見
込
み
よ
れ
ν
や
〉
お
〈
れ
、
今
月
中
@
下

旬
に
、
認
可
が
お
担
る
見
と
お
し
と
な
白
ま
し
た
。
し
ム
ず
し
、
都

市
計
髄
譲
で
い
他
、
ち
一
一
一
伊
ぐ
知
事
凶
事
裟
認
可
註
ち
が
い
な
い
と
し

て
、
す
で
よ
呉
体
的
な
準
備
に
は
い
担
、
先
日
川
下
旬

V
ら
、
ヱ
区
内

に
土
地
を
倍ρて
い
る
人
白
借
地
穣
ω
申
告
な
受
け
付
け
、
換
問
地

設
計
り
下
準
備
に
は
い
白
ま
し
た
。
本
年
度
か
ら
昭
利
回
十
一
年

度
ま
で
に
、
未
前
官
加
盟
問
山
塚
で
あ
品
本
宿
@
店
内
入
梅
須
賀
お
・
祭
出
民

南
ω
四
「
一
日
一
合
計
百
五
万
六
千
六
百
六
十
平
忠
M
(
一
一
一
十
二
万
二

百
砕
)
を
、
総
事
業
費
七
億
九
千
五
百
万
円
め
予
算
で
区
画
祭
環

ず
品
、
市
蛍
沢
画
整
山
田
事
業
時
、
、
い
よ
い
よ
、
嬰
陪
牝
の
段
階
に

M
M

い
っ
光
わ
け
で
あ
D

ま
す
。
市
仲
間
土
地
民
福
田
整
魁
事
業
が
知
事
の
認

可
し
を
得
工
本
決
定
を
み
ま
す
と
、
皇
道
雄
心
申
告
を
し
て
い
一
た

だ
く
ほ
か
②
土
地
所
有
者
必
権
利
調
査
@
I
K
内
で
の
態
勢
制
仮

@
剛
山
口
属
増
り
あ
っ
冗
同
国
有
地
心
開
誇
受
け
付
け
@
換
地
誌
計
や
@

土
地
区
間
長
引
埠
番
議
会
委
員
の
選
事
@
桜
一
転
お
よ
び
ゴ
事
な
ど

が
、
閥
次
行
な
わ
れ
て
い
く
C
と
に
な
P
Z
7
0
そ
乙
で
今
月

は
、
各
工
町
民
内
の
人
た
ち
の
間
関
む
り
ま
と
で
あ
る
、
民
間
開
披
露
心

事
業
訂
版
@
区
画
整
媒
番
議
会
婆
民
的
選
革
@
換
地
と
土
地
心
滅
一
一

歩
な
ど
り
ほ
か
、
工
皮
肉
に
伎
ん
で
い
る
以
上
、
乙
ん
ど
白
沢
画
一
一

整
理
に
あ
た
っ
て
、
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
手
続
き
そ
の
他
心
一
一

ζ
と
に
つ
い
て
、C
案
内
し
て
お
き
ま
す
。
一
一

全
域
が
沢
岡
田
輸
相
理
を
お
え
る
こ
と
に

な
白
ま
す
。

マ
工
事
の
み
と
お
し

す
で
に
、
一
一
一
十
四
年
度
で
調
宜
設
計

期
宮
市
計
画
ハ

V
O工
民
土
泡
区
間
間
前
世
間
理
審
に
、
選
事
で
き
め
ら
れ
ま
す
。
に
、
乙
の
選
挙
を
お
こ
な
う
こ
と
に
な
人
名
簿
、
つ
ま

D

有
様
看
の
名
混
と
な

護
憲
官
な
役
割
を
巣
す
も
の
に
、
土
議
会
と
呼
ば
れ
る
乙
と
に
な
り
ま
す
。
審
議
会
委
員
の
選
事
は
、
知
事
の
事
業
る
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
前
、
選
る
わ
げ
で
、
名
簿
か
ら
お
ち
て
い
る
と

一
一
会
が
苦
手
。
裏
金
の
警
の
君
、
喜
長
十
選
議
員
の
決
定
を
し
て
、
挙
管
室
告
が
お
こ
な
わ
れ
普
か
選
挙
で
き
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
名

換
地
計
制
閥
、
仮
換
地
簿
の
会
闘
が
始
ま
り
ま
し
た
ら
、
ぜ

ひ
、
山
出
品
川
が
の
っ
て
い
る
か
ど
う
か
、

た
し
か
め
て
お
い
て
く
だ
さ
い
Q

華
同
開
選
挙
の
と
き
は
、

適
正
に
お
こ
な
わ
れ
る
よ

地
苛
の
人
た
ち
と
、
学
識
経
験
者

-
い
く
叫
牧
師
副
担
を
も
五
人
@
馬
入
工
民
十
人

e
須
賀
北
工
阪
乙
れ
を
公
告
レ
元
日
か
ら
百
日
以
内
に
ら
二
十
日
た
ち
ま
す
と
河
口
抱
主
さ
ん
と

機
関
で
す
。
十
人
@
尚
子
南
了
H
N
U
+
人
で
、
こ
の
う
ち
おζ
な
う
、
と
き
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
土
地
一
世
借
り
て
い
る
人
の
名
簿
を
つ
く

に
よ
っ
て
、
各
工
五
骨
の
一
は
、
学
識
融
験
者
の
な
か
か
し
た
が
っ
て
、
い
ま
の
と
こ
ろ
の
情
脇
町

p
、
二
通
商
一
般
に
投
開
し
ま
す
。

ζ

選
ぶ
乙
と
に
な
り
ま
す
。
委
員
の
任
期

そ
れ
ぞ
れ
、
平
塚
ら
市
長
が
遺
症
し
、
他
は
、
で
反
む
と
で
は
、
こ
と
し
の
審
、
十
二
月

C
ろ
の
名
簿
が
、
審
議
全
委
員
選
挙
の
選
議
は
三
年
で
す
。



区
襲
警
義
援
金
写
会
主
義
警

L
ま
ず
。
ま
え
り
土
地
と
豊
後
の
土
地
を
く
ら
一
の
護
費
、
一
一
分
の
一
以
内
設
、
安
一
歩
く
市
役
所
の
梼
縫

い
ち
ほ
ん
の
閥
、
俗
、
事
減
苧
一

O

滅
襲
撃
は
、
量
一
べ
て
あ
た
ら
し
い
土
地
が
、
ま
え
よ
一
皇
室
こ
と
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
一
を
協
議

〉
一
著
書
、
と
い
っ
て

E

い
で
し
一
還
の
方
法
で
ま
ち
を
生
れ
か
わ
ら
せ
る
吉
一
価
低
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
義
だ
一

O

換
雲
閣
の
公
開
一
ニ
士
宮
広
報
重
量

日
ょ
う
。
患
の
家
主
襲
、
一
言
動
か
玉
突
絶
対
必
室

ζ

と
で
す
闘
い
ま
一
け
市
へ
納
め
て
い
喜
章
、

ζ

れ
亘
書
富
市
で
つ
く
白
、
量
盤
蕩
一
暴
露
裏
金
識
は
、
喜
一

一
さ
そ
ど
う
響
、
一
一
ま
で
苦
か
っ
た
一
露
五
章
、
警
に
、
事
霊
堂
一
霊
香
運
毒
主
で
二
一
義
一
十
一
一
日
露
会
議
を
ひ
ら
き
、
帯
喜

一
さ
員
精
算
在
、
一
臨
時
喜
一
寄
金
蓄
を
つ
一
支
払
吉

ζ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一
一
般
に
蓄
し
、
乙
の
軍
内
に
関
係
一
歩
く
市
議
の
開
催
と
、
震
年
金
説

一
い
く
ら
か
出
す
よ
う
に
一
畠
麟
〈
久
ム
闘
を
設
け
る
な
一
色
土
地
の
備
儲
の
需
を
喜
一
審
の
費
警
の
提
出
を
求
め
て
か
ら
東
一
雲
む
共
催
毒
な
ど
に
つ
い
ず
議
議

号
一
な
る
の
か
、
そ
れ
と
も
一
円

i

一
丘
、
襲
撃
を
と
と
一
喜
め
て
い
く
り
は
、
霊
長
の
講
一
へ
普
、
県
知
事
の
認
可
を
受
け
て
、
一
ず
る
予
定
で
す
。
雲
説
雲
究
月

沼
一
襲
撃
護
げ
れ
る
主
一
弘
官
一
の
そ
い
く
た
控
必
一
に
苦
手
。
謡
語
、
重
富
…
は
じ
め
長
室
れ
ま
す
。
馬
入
量
一
宮
高
、
歩
く
毒
草
九
月
か
ら
一

ム
ι
著
の
か
J
b

一
バl

昭
一
警
土
地
は
、
話
整
一
重
題
審
議
会
員
撃
を
号
、
喜
一
と
本
橋
で
区
の
二
削
は
来
年
一
一
月
三
十
月
に
か
け
て
ひ
ら
く
予
定
で
す
。
一

第
一
し
品
、
警
高
暴
一
針
襲
一
理
の
受
重
で
あ
る
よ
の
経
験
者
の
な
か
か
ら
二
一
天
以
上
選
ア
そ
の
他
の
工
震
、
来
年
実
月
三

i
l
i
l
i
l
i
-
-
j
i
l
l
i
f
l
i
l
i
-
-
:

一
へ
む
裂
い
光
寺
ほ
一
ニ
軒
町
一
民
内
の
人
於
お
た
が
一
任
古
る
こ
と
足
っ
て
い
ま
す
。
一
ろ
に
議
す
る
予
定
で
す
。
一
擁
護
襲
撃

か
は
あ
担
ま
せ
ん
が
、
一
仁
轟
?
に
、
生
み
出
し
合
つ
一
一
一
議
襲
撃
襲
全
統
連
で
懸
賞

一
一
歩
醐
一
日

τ

一
菜
、
建
績
を
市
へ
納
宮
に
あ
た
っ
一

O
そ
の
他
土
地
所
有
者
量
一
撃
議
議
纏
護
協
議

〉
一
一
応
め
基
準
と
し
て
は
=
島
匙
#
在
一
て
い
た
だ
か
ね
ば
な
一
:
一
一
緩
縄
線
療
議
畿
襲
撃
黙
殺
畿

献
一
。
換
地
の
方
一
イ
料
一
ま
せ
ん

o
b
i
t
;

一i

、
署
員
震
の
そ
題
議
議
論
文
を
募
集
中

註
一
一
醐
間
同
一
一
す
。
一
れ
と
一
致
し
て
い
な
い
と
き
は
前
主
一
機
縁
総
際
除
機
繍
機
織
鋭
機
議

官
ト
昨
日
γ
一
ト
鶴
一
九
明
治
一
語
諮
問
問
る
ず
い
片
付

1暗
殺
町
長
認
欝
鱗
し
一
間
昨
日

制
一
三
代
詩
一
炉
問
主
計
景
品
一
れ
一
部
一
軒
目
清
長
一
対
話
い
い
て
は

i
f
子
議
欝
訪
問
問
。
で
長
持

一
近
モ
行
な
え
る
よ
う
に
一
関
空
喜
喜
子
四
一
に
も
さ
い
て
霊
長
老
、
憲
一
限
宮
け
が
議
で
す
。
一
三

J
饗
諸
説
号
室
内

一
ず
る
方
針
で
す
。
三
時
鵠
畿
一
一
%
、
馬
入
喜
一
一
一
の
持
ち
主
と
梢
談
し
決
定
し
ま
す
。

ζ
一
一
字
い
畿
襲
撃
議
守
護
@
現
吉
野
の
問
題
。

一
計
騒
音
と
て
も
不
開
縄
問
章
一
一
切
目
撃
室
長

i
i
z

警
護

m
V枚
数
告
白
字
づ
一
童
話
一
一
平

か
一
適
当
訟
も
の
や
、
章
一
鶴
間
吋
謹
一
日
九
日
間
詔
一
恥
一
喜
一
一

2
5
5
2
3
2
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
2
5
Z
E
E
-

一
守
口
日
付
誌
な
詰
日
。
一
枚
以
内
、
付
書
香
華
々

一
骨
量
て
、
時
散
や
集
一
転
》
襲
一
弓
土
地
の
共
有
率
(
詞
重
量
忠
一

V
応
募
@
八
月
三
十
一
日
ま
で
に
、
住

一
喜
一
は
か
る
善
一
襲

f
i

何
日
間
車
鰹
持
m
w
撞
築
審
麟
鰻
一
工
反
容
土
地
美
智
Z
E

一
所
、
氏
名
、
性
別
、
署
長
紫
、

す
と
き
は
、
き
一
持
幅
一
一
一
\
一
で
土
地
喜

D
て
い
る
と
車
、
代
一
籍
先
高
訟
の
上
、
東
京
都
千
伐

一
震
を
す
る
ζ
と
に
な
孟
額
一
て
い
ま
す
。
一
蓄
の
氏
名
、
雪
崩
盛
て
く
一
喜
一
一
一
喜
善
意
裏

一30

よ
?
一
。
霊
の
-
間
錯
鵠
ム
た
允
び
受
け
付
け
一
色
ド
あ
り
ま
せ
ん
と
、
在
、
一
準
局
内
、
富
著
書
室

、
襲
撃
君
、
重
の
標
一
'
一
準
監

J
:

一
語
し
て
川
る
入
党
君
主
、
い
ず
一
て
送
れ
ば
よ
い
。

。
一
蓄
積
は
、
ほ
議
夏
十
八
事
足
っ
て
、
ま
え
に
も
っ
て
い
ま
雪
、
喜
語
毒
事
業
の
…
ま
す
。

ζ
の
童
話
行
な
わ
れ
た
と
吉
一
の
警
は
題
さ
れ
ま
す
。
石
室
差
入
、
一
人
語
録
に
、
ニ
議

e

一
等
一
万
円
(
一
三
重
千

〈
六
十
僻
)
以
よ
と
す
る

E

に
し
て
い
一
塁
後
の
あ
た
ら
し
い
土
地
に
、
価
値
認
可
が
お
主
主
、
一
世
岳
、
量
蓄
は
正
式
に
発
足
す
る

r
}の
君
、
勝
手
に
家
主
て
ら
れ
た
一
切
の
重
苦
を
し
て
い
く
こ
と
に
な

D

一
R
o
c
t
一
一
警
一
千
円
(
一
ニ
)

報
一
ま
す
於
計
積
五
や
む
を
得
な
い
と
き
一
の
謹
が
あ
る
と
き
は
、
お
金
で
精
算
し
告
示
室
町
板
に
掲
げ
一
わ
け
で
、
次
の
よ
う
な
制
限
ゃ
、
苧
統
一
白
、
高
の
状
態
が
す
え
ら
れ
た
り
す
一
ま
す
。
一
な
お
、
/
ら
し
く
は
、
市
役
所
申
告

J

は
、
九
十
九
平
富
士
一
主
義
一
ま
ず
。
五
表
す
る
こ
と
)
と
お
税
制
白
目
下
司
の
告
一
手
祝
日
一
臨
時
日
訪
れ
町
並

v

守
山
議
冷
却
問
刊
誌
都
市
官
級
謀
へ
語
い
合
せ
く
だ
さ

L

て
、
爵
伸
長
の
み
ら
、
建
処
持
か
き
ま
っ
て
雪
警
官
臣
、

1
K
2

毒
毒
物
の
状
一
に
の
っ
て
い
耐
震
よ
り
奨
語
、
一

な
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
由
れ
日
空
ま
で
の
路
、
区
間
開
選
謹
工
反
内
一
態
を
間
同
比
し
て
お
く
わ
け
で
す
一
大
き
い
と
き
は
、
は
か

D
な
お
す
よ
一

一
し
た
が
っ
て
、
高
の
棄
を
す
え
た
一
品
撃
を
と
が
で
者
み
ま
す
。
一

L
E
?

参
診

一
台
、
建
物
な
ど
の
新
築
@
改
舗
で
重
一
と
の
申
誌
を
し
て
、
事
回
議
し
た
結
一
齢
三
崎

L設
隣

b

w
Eし
官
、
あ
と
か
ん
光
ん
に
う
と
か
一
果
ご
著
書
議
の
専
の
一
一
を
一
録
選
出
費
a
d

、
ぺ
一
せ
な
い
よ
-
フ
な
も
の
を
お
い
た
り
設
一
け
一
是
正
い
と
き
は
、
実
態
結
果
の
一

i
j

一
一
制
一
昔
ず
る
場
合
は
、
季
、
震
事
の
一
面
積
を
対
象
と
し
て
、
霊
長
算
が
一
農
業
振
興
と
農
地
事
務
の
基
礎
資
料
に

題
。
一
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
一
行
な
わ
れ
ま
す
。
百
円
悼
の
一
訂
以
上
の
と
一

計
す
一
ま
す
。
市
役
所
都
市
計
加
盟
謀
へ
お
写
し
て
一
き
は
合
同
院
血
液
が
手
続
き
の
対
象
と
な
一

h
y品
主
左

京
一
い
芸
け
ま
い
こ
と
足
っ
て
い
ま
一
位
ま
す
。

ζ
の
需
に
は
、
申
請
三
金
農

工
続
一
す
一
土
地
の
六
百
円
サ
の
一
の
実
桃
山
凶

a
位
量
一

f
i

入
額
一
v

量
権
の
申
告
事
業
警
の
告
示
一
堂
宇
地
図

e
と
な
り
の
土
地
所
有
者
一
襲
警
一
は
、
径
一
一
十
四
重
室
、

晴
樹
。
一
の
臼
か
ら
一
力
長
官
、
工
島
一
の
隠
蓄
を
添
え
て
い
た
だ
き
ま
す

o
r震
に
、
農
家
台
授
を
つ
く
る
し
む

一
に
土
駒
山
を
信
D
て
い
る
人
は
、
借
地
一
円

V借
り
て
い
る
主
地
が
台
帳
よ
り
広
、
一

崎
工Z

一
一
曜
の
喜
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
了
}
き
し
一
義
守
主
票
し
て
す
す
め
て

蹴
悦
さ
ら
喜
に
よ
そ
雪
若
義
一
街
地
擦
の
申
告
を
し
て
い
た
だ
い
た
一
い
ま
す
。

ζ
れ
に
も
と
づ
い
て
量

計
よ
際
一
設
車
、
震
霊
審
議
金
委
員
選
挙
一
土
地
の
函
議
室
霊
峰
の
面
積
よ
士
巾
農
業
委
員
会
言
、
今
年
度
の
事
業

の
お
と
一
の
資
格
決
定
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

ζ

の
一
白
、
大
き
く
由
聞
い
て
あ
る
と
き
は
、
一
と
し
て
、
乙
の
、
農
家
台
綬
の
作
演
を

詔
鯛
土
星
は
、
す
で
に
、
言
語
大
主
一
票
、
資
定
し
、
き
め
る
乙
と
に
な
一
す
す
め
き
と
に
な
主
主
。

雪
崩
闘
志
出
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
芸
、
申
告
…
っ
て
い
ま
す
。
一
且
時
窓
口
握
、
守
県
告
の
襲

本
は
も
一
も
れ
の
入
、
ま
た
は
二
七
の
後
変
資
巽
一

ζ
の
場
合
は
、
と
く
に
申
請
の
必
要
な
一

@
下
ジ
一
一
一
按
間
関
計
画
を
充
て
、
乙
れ
を
す
す
め

よ
友
二
訟
の
あ
っ
光
人
宮
、

ζ

の
喜
内
に
一
く
、
語
、
富
擦
の
喜
謡
言
、
ヱ
て
い
く
上
で
、
皇
、
警
に
演
し

戸
ふ
た
光
び
申
告
ず
受
け
付
け
ま
す
。

ζ

幌
を
つ
け
ん
口
せ
、
申
告
醤
と
合
授
の
一
面
一

一
れ
が
最
後
の
皇
后
機
会
ヲ

ιな
D
ま
す
一
積
が
あ
わ
な
い
と
き
は
、
自
動
的
に
調
一
一
定
事
務
を
日
時
く
確
実
に
処
出
出
し
て
い

←
か
ら
、
申
告
も
れ
の
人
は
、

ζ
ん
ど
乙
一
変
決
処

Z
G
わ
け
で
す
。
一
正
に
あ
た
っ
て
、
今
後
、
益
出
関
資
総

を

国民健康保険の加入者が次の腐け

践をするときは，必ず保険誌を添

え， 10日以内にすませてください。

出生届・死亡届・住所の変更

属@社会保険への加入屈など

社会保険の資絡をなくして溺保へ

入ろうとする人も同じです。

国民健康保険課

いるといわれ、患者10人のうち 8人

までが、自分の病気に気づいてやな

ということです。早く見つければ、

必ずなおる病気、しかし、放ってお

くと大事になります。診断は無料、

ポタ Yのないシャツなら、着たまま

で受診できます。みなさんそろてつ

健康診断をお受けください。

く健康診断〉口会犠τ=(予訪接種〉

8 月 17日一一関崎小学校 8 Jl 19 日

18日一一一城島小学校一一-20日

1岳民一一一一金æl箆民鯨一-21 日

22臼一一豊路公民館'__L_24日

23日一一一一土屋小学校一一一-25日

24日一一一宮沢小学校一一一，26 日

25良一一一勉公民館一一一27 日

26 <1吋ー- .. 一一-28日

29 El一一山一四之宮公民館一-31 日

30日一一一八幡公民館-9 Jl l 日

31 <1--葉土公民館一一一 2 日

吉見 1 日一一ー中原公民館一一一-3 日

(1O~15時〉出荷際= (13持30分

札15持3

10日競輪場

12日競輪場

13 日 消防関 5 分節庁舎

14 日 ~17日く 4 <1関〉

見開台公食堂

浜岳中学校

富士見小学校

富士見小学校

レントゲン
衛生謀では、平塚保健所と協力して

再び、結核健康診断を巡問実施中で

す。今回はとくに、支所・出張所管

内を対象としています。農家の方や

家庭の主婦、海店の人など、ふだん

ご家庭にいて、健康診断を定綴的に

受けていない人遂を対象とします。

結核患者は17入に 1 人の欝り合いで

。

hゲ
ク

タ
ク
ク
ク19 日

20 日

21 日

県商工部計量検定所の計量車によっ

て、 2 月いっぱい、モノサγ 。ハ :h

v • マスのいっせい検盗が行なわれ
ます。この検資は、計量法のと 9 き

めによって、毎年行なわれているも

ので、商店・会社 e ヱ場などで使っ

ている営業用の計量器ぜんぷを対象

主します。

ましいハカ F で信用ある営業用をノ

検変は次の日程で巡回します。ぜひ

全計量器を検査にお持ちください。

何月) (前田. 3O~11. 30) • (後

1~3) 

5 日 重量街農協・神間小学校

邑隠 滅島小学校@関崎農協

7 El土沢農協. h且出張所

皐日 金田出張所@金居出張所

吉日 大野中学校 〈午後まで〉

ら
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ところ@商工会議所会議官室

人権擁護委員会合総務

豊臼@柔道大会〈武道銭〉
浦臼@卓球大会〈体育館〉
。.女子ソアトポール〈神間中〉

228 .庭去最大会〈庭球場〉
盟国働体操競技友会〈体育館〉

7}j 23認の野球大会では浜岳中

が優勝、 2t立は春日野中でした。

台、

ー一三￡与三三三三三三三三云三ご二ニニム二ニニ 一一一一ーコ~~~~--_.-;~ - 三三三三三三己

富島 2書留 1:::
量原・ lt水・海岸

須賀各公民鰭と

馬入消防団へ



な
し、

て7 てア

長吾桑ヵ:電器等 E E 喜重苦匡轟警手襲雪率届 tz
なえ至宝乙三宮あの二に主主。らなのるぜ。場ずでの
いれ怪童れあ:0-ぷ多昼、さまなどなかは をとや 1'f
ごば号事らま訪・往時エげたいぞいら、 殺量るを
3号、を Jフコりいさ察は芝、、よ与よ二重喜 け段 ζE乱
含ク、害事 IT でしり、殺朝日つえう質さ てかとカ奮
闘ス飼虫なやばも育や、中、るににで やなが吹

ぢ品提 52 皇霊室藁 2Z霊護主 2謹豪 告書奇
てに(こってい丘与@うすのにほめしを 建白 け

32警 55i炉室252起訴1 狭長
、の注射をうけるためふたたび

翁家旅館にやってきた。このた

びは平塚に適当な借家を得て拐

春 2 月末まで居住したいともら

していたが樗牛の希望に添いう

うる家がなかったためか12月 23

日大磯町に移っていった。その

後樗牛は鎌倉に寓居ーを構えたが

診察の都合によって宿泊すると

きはかならず翁家旅銭に街をと

った様子である。

勧めに

ったも

らし

このと

棒牛は平塚海岸通りの翁家旅鑓

に滞在した。同月23 日には親友

の笹川臨風がここに樗牛を訪問

している。秋雨がうっとうしく

幾日もつづいて簿上の樗牛は不

機嫌でいたらしい。わが身の不

還に隠々としていたからでもあ

る。樗牛は30才だった。半月ほ

どいて静岡県奥津に転じた。

この年12月 13日;樗牛は佐々木

博土の慈にしたがい、ヘト -Jレ

い

墓
夏
、
ァ
ッ
ィ
、
た
い
も
の
。
臼
陰
が
な
い
と
き
は
、

ア
ツ
イ
と
と
ぽ
し
良
質
の
水
夜
、
自
由
に
、
十
八
ザ
に
飲

て
い
る
の
は
、
入
め
る
よ
う
に
し
て
や
る
こ
と
。

A
牛
舎
は
風
と
お
じ
を
よ
く
し
、
窓
な

閉
さ
ま
だ
げ
で
は
ど
に
は
金
網
者
選
っ
て
、
波
・
あ
ぷ

牛
舎
や
豚
舎
の
な
か
で
@
は
え
な
ど
を
防
ぐ
。
ζ
れ
が
で
き

次
v家
富
田
た
ち
が
、
四
回
い
な
い
と
き
は
、
牛
の
か
ら
だ
に
、

B

Vを
ま
ち
の
ぞ
ん
で
い
ま
E
C
@
D
D
T
な
ど
み
殺
虫
剤
争
一
吹

今
月
は
、
夏
に
弱
い
家
替
の
手
当
き
か
け
て
防
い
で
や
る
と
よ
い
。

マ
飼
山
怖
に
は
、
車
問
草
演
を
活
用
し
て
、

が j馨

していた家
議議撲妥

明治の文書長高山樗牛が平塚海

岸杏雲堂の診療をうけるため来

塚したのは明治33年 9 月九日の

こと

る。

No.53 

に
、
冬
に
措
明
文
て
憶
力
を
つ
け
て
お

い
て
や
る
こ
と
が
大
切
。

ぷ
℃
一
豚
は
、
皮
下
脂
肪
が
扉

P
1
a

く
、
汗
線
が
ほ
と
ん
ど

な
い
の
で
撃
さ
￡
、
と
く
に
弱
い
。

抱一・幽四"""暢・-ゐ

話し合いり iぷ場
選瞳管彦事謹舞金1Jぎダ

;宜漫合ひとときにお

くる穏し骨いの揺態

電量唱量


